
 
 
 
                                
 

 
 

 
 

 
 
パターン④  

 
実現不可能・無駄な業務の強要 

～明らかに無理・無駄な業務を指示していませんか？～ 
 
 
【事例７】 

上司Ｇは、職場に異動してきたばかりの係員の部下に対し、正当な理由 

もなく、これまで３名で行ってきた大量の申請書の処理業務を未経験のそ 

の部下に全部押しつけ、期限内にすべて処理するよう厳命した。このよう 

な状況が続き、申請書の処理が滞留したため、その部下が「私にはもう無 

理だ」と訴えると、「おまえに能力がないからだ。期限内に一人で処理し 

ろ」と激しく責め、聞き入れなかった。 
 
 
【事例８】 

上司Ｈは部下に対して、毎週のように土曜日や日曜日に出勤することを 

命じ、自らも出勤し、部下の作った書類のチェックや打ち合わせなどをす 

る。そのような勤務はＨの係だけであり、仕事の内容も翌週の平日にでき 

るようなものなのだが、意見を言うと、「出勤の必要があるかどうかは自 

分が判断する」と言うだけである。 
 
 
 
 

－「パワー・ハラスメント」を起こさないためのポイント－ 

・ 明らかに実現不可能な業務や自分の趣味による無駄な仕事の強要は、 

言うまでもなく許されません。 

・ 部下に対し、非常に大きな負担をかける業務などを命じる場合には、 

必要に応じ、部下にその理由を説明するなどフォローが必要です。 
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